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属カルボニルを得た｡ ジクロロアミドとFe-カルボニル とからほ Fe-ナイ トレノイ ドは得られなかった
が,それを中間体として相当するイソシアナ- トが生成することを見出した｡



























6. フェニルイソシアナ-トとRh一錯体との反応でイソシアナ-ト錯体やカルポジミドを得 たO ジク
ロロアミドとFe-カルボニルの反応はナイ トレン錯体を中間体として進む｡
7. イミノホスホランとPd-錯体と一酸化炭素との反応で Wittig型の反応が起 りイソシアニ ド錯体を
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生じる｡
8. カルポジホスホランとPd一錯体と一酸化炭素よりアセチリド錯体を生じる｡
このようにこの論文は有機カルシウム化合物の合成の改良やカルベン,ナイトレンなどの遷移金属錯体
を中間体とする数種の新しい反応を見出したもので,学術上,工業上寄与するところ少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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